
「いちょう街 道 」レポート集  仕 様 とレポート作 成 上 の注 意 点  

１ ． 出  版  /  仕  様  /  印  刷  中 央 図 書 館 主 管  

２ ． 題  名  「 八 王 子 千 人 塾 レ ポ ー ト 集  

 調 べ 学 習  い ち ょ う 街 道」  

３ ． 仕  様  

 （ １ ） 中 央 図 書 館 が 作 成 す る 原 稿  

 ・ 表 紙   ・ 序 文   ・ 全 体 の 目 次   ・ 各 作 品 の 中 表 紙    

 ・ 調 べ る 学 習 コ ン ク ー ル 受 賞 者 氏 名  

 （ ２ ） 塾 生 の 会 が 作 成 す る 原 稿  

 ・ 研 究 レ ポ ー ト  （ 下 記 の レ ポ ー ト 仕 様 に 基 づ く も の ）  

 ・ 千 人 塾 参 加 感 想 文  （ 会 員 全 員 ）  

  ・ 千 人 塾 一 年 間 の 活 動 記 録  

    ・ 塾 生 の 会 世 話 人 代 表 挨 拶 文  

 （ ３ ） レ ポ ー ト 仕 様  

  「 い ち ょ う 街 道 」 の 仕 様 は 以 下 の と お り で あ る 。  

ア ．  用 紙 サ イ ズ   

・ Ａ ４ で 横 書 き と す る 。  

・ マ イ ク ロ ソ フ ト 社 製 「 W o r d」 で の 作 成 を 基 本 と す る 。  

イ ．  レ ポ ー ト 骨 子  

・ レ ポ ー ト 名 の 題 字  

・ 名 前 （ 作 成 者 ）  

・ 目 次 （ レ ポ ー ト 内 容 の 大 見 出 し の み 、  

本 文 の ペ ー ジ は 不 要 ）  

・ 本 文   

・ 参 考 文 献  

ウ ． ペ ー ジ 数   

・ １ ペ ー ジ 以 上 ３ ０ ペ ー ジ 以 内 を 基 本 と し 、 偶 数 ペ ー ジ と  

す る 。  

 （ ３ ０ ペ ー ジ を 超 え る 場 合 、 図 書 館 に 確 認 ）  

 ・ 最 初 の １ ペ ー ジ に 題 字 、名 前 、目 次 を 記 入 し た の ち 本 文  

を 書 く 。  

 ・ 図 表 、 イ ラ ス ト 、 写 真 、 年 表 等 の 添 付 資 料 を 含 め て ３ ０  

ペ ー ジ 程 度 と す る 。  

 ・ 本 文 の 前 の 中 表 紙 は 不 要 と す る 。  



・ 「 図 書 館 を 使 っ た 調 べ る 学 習 コ ン ク ー ル 」 応 募 作 品 は  

原 則 と し て 全 文 掲 載 す る 。  

・「 い ち ょ う 街 道 」の 総 ペ ー ジ 数 は 原 則 ３ ０ ０ ペ ー ジ 以 内  

と す る が 、大 幅 に 超 過 す る 場 合 は 原 稿 の 縮 減 を 依 頼 す る  

場 合 が あ る 。  

 エ ． 文 字 数 、 余 白  （ 原 則 ）  

・ 横 書 き  ３ １ 字 ×３ ５ 行  （ 原 則 と し て ）  

・文 字 の 大 き さ  １ ２ ポ イ ン ト  明 朝 体  （ 原 則 と し て ）  

・ 余 白  上 下 ２ ． ０ ㎝  左 右 ２ ． ５ ㎝  （ 製 本 の 都 合  

上 厳 守 ）  

 オ ． 手 書 き 原 稿 、 ま た は 原 稿 用 紙 で 提 出 す る こ と も で き る 。 

（ A 4  縦 向 き 横 書 き 用 紙 ）  

こ の 場 合 、 文 字 の 大 き さ 、 余 白 に つ い て は 制 約 を 設 け な  

い が 、 偶 数 ペ ー ジ と す る 。  

（ ４ ） 千 人 塾 参 加 感 想 文   

「 い ち ょ う 街 道 」 巻 末 に 感 想 文 を 掲 載 す る の で 、 レ ポ ー ト  

提 出 に か か わ ら ず 全 員 が 提 出 す る 。 （ １ ０ ０ 字 程 度 で 所 定  

様 式 ま た は メ ー ル で 提 出 す る ）  

４ ． レ ポ ー ト 作 成 上 の 注 意 点  

 （ １ ） タ イ ト ル   

・ タ イ ト ル は 大 切 。  興 味 を ひ い て 、読 ん で み た い と 思 わ せ る  

よ う な ネ ー ミ ン グ を 考 え る 。  

・ 副 題 を 付 け て も よ い 。  

 （ ２ ） 目 次   

・ レ ポ ー ト の 構 成 が 一 瞬 で わ か る よ う に 見 せ る た め 、 一 般 的  

 に は 箇 条 書 き 形 式 に す る 。  

 （ ３ ） 「 は じ め に 」   

・ 調 べ よ う と 思 っ た キ ッ カ ケ を 述 べ る 。 書 き 手 の メ ッ セ ー ジ  

 が 読 み 手 に 伝 わ る 。  

 （ ４ ） 本 文   

・ 自 分 が 調 べ た こ と 、 そ し て 調 べ て 分 か っ た こ と 、 自 分 で 考  

 え た こ と な ど を 書 き 進 め て い き 、 最 後 に 結 論 を ま と め て 締  

め く く る 。  

・ 適 度 に 段 落 を 付 け る と 読 み や す い 文 章 に な る 。 段 落 と は  

改 行  の 部 分 か ら 次 の 改 行 の 前 ま で を い う 。 通 常 、 段 落 の  



始 め は 行 頭 か ら １ 文 字 下 げ る 。  

・ 句 読 点 は 「 。 」 と 「 、 （ テ ン ） 」 を 使 用 す る 。  

・年 号 は「 和 暦（ 西 暦 ）」と 記 述 す る 。（例：令 和 ２ 年（ 2 0 2 0））  

・ 「 ピ リ オ ド （  ． ） 」 と 「 コ ン マ （  ， ） 」 の 使 い 分 け に  

注 意 す る 。  

国 に よ っ て 使 い 方 は 異 な る が 、 日 本 で は ピ リ オ ド は 小 数 点  

の ほ か に 英 文 の 終 止 符 や 年 月 日 の 区 切 り と し て 使 用 し 、  

コ ン マ は 主 に 数 字 の 桁 区 切 り に 使 わ れ る （ た だ し 、 年 号 や  

電 話 番 号 な ど に は 区 切 り を つ け な い 。 ）   

（ ５ ） 参 考 文 献 の 明 示   

調 べ る に あ た っ て は 図 書 、 新 聞 、 雑 誌 、 Ｗ ｅ ｂ 情 報 な ど を  

利 用 す る が 、レ ポ ー ト の 最 後 に 、参 考 ・ 引 用 し た 資 料 の「 著

者 」 「 図 書 名 」「 出 版 社 」 「 出 版 年 」 を 記 載 す る 。 Ｗ ｅ ｂ を

参 照 し た 場 合 は 「 Ｕ Ｒ Ｌ 」 を 記 載 す る 。 詳 細 は 次 項 を 参 照 。 

５ ．  参 考 ・ 引 用 文 献 リ ス ト の 書 き 方 お よ び 引 用 の ル ー ル  

 レ ポ ー ト を 作 成 す る と き 、 特 に 「 引 用 」 に は 注 意 が 必 要 で あ る 。

「 い ち ょ う 街 道 」 は 公 開 さ れ た 著 作 物 で あ る た め 、 著 作 権 法 の 適 用

を 受 け る 。 「 引 用 」 に 関 し て 、 著 作 権 法 上 、 以 下 の ル ー ル を 遵 守 す

る こ と が 求 め ら れ る 。  

①  引 用 す る 著 作 物 は 公 表 さ れ た も の で あ る こ と  

②  引 用 す る 必 然 性 が あ る こ と  

③  自 分 の 著 作 物 が 主 で 、引 用 す る 著 作 物 が 従 で あ る こ と（ 正 当 な

範 囲 内 ）  

④  読 者 が 自 分 の 著 作 物 と 他 人 の 著 作 物 の 区 別 が で き る よ う に 書

く （ 区 分 明 確 性 ）  

⑤  出 典 を 明 示 し な け れ ば な ら な い （ 出 典 の 明 示 ）  

で は 、 具 体 的 に ど う す る か を ま と め て み る 。  

 

（ １ ） 参 考 ・ 引 用 文 献 リ ス ト の 書 き 方  

   ・ 本 の 場 合  

    本 の 最 後 の ペ ー ジ に あ る 「 奥 付 」 に 書 か れ て い る 情 報 を  

見 て 、  

「 著 者 名 」、「 書 名 」、「 出 版 社 」、「 出 版 年 」、「 ペ ー ジ 」 を  

書 く 。  

（ 例 ）  



新 谷 尚 紀  『 和 の し き た り  日 本 の 暦 と 年 中 行 事 』   

日 本 文 芸 社  2 0 0 7 年  p 2 3 8  

神 崎 宣 武  『「 旬 」 の 日 本 文 化 』  角 川 ソ フ ィ ア 文 庫  

角 川 学 芸 出 版  2 0 0 9 年  

小 川 直 之  「 明 治 改 暦 と 年 中 行 事 」 『 近 代 庶 民 生 活 の 展 開 』  

三 一 書 房  1 9 9 8 年  （ ＊ 図 書 の 一 部 分 を 参 考 に し た 場 合 ）  

ホ イ ジ ン ガ  高 橋 英 夫 訳  『 ホ モ ・ ル ー デ ン ス 』  中 公 文 庫  

中 央 公 論 社  2 0 1 9 年  

・ 新 聞 の 場 合  

    新 聞 の タ イ ト ル ま わ り の 情 報 を 見 て 、  

    （「 記 事 を 書 い て 人 の 名 前 」）、「 新 聞 記 事 名 」、「 新 聞 紙 名 」  

    「 発 行 年 月 日 」、 朝 夕 刊 、（ ペ ー ジ ）  （ ） は 省 略 可  

（ 例 ）  

 「 季 節 の 伝 統 行 事 「 回 数 減 っ た 」 4 7 %  手 間 か か り  家 族 も  

減 り 」  日 本 経 済 新 聞  2 0 1 4 / 3 / 3  夕 刊  

・ Ｗ ｅ ｂ の 場 合  

    ト ッ プ ペ ー ジ や 該 当 ペ ー ジ の 情 報 を 見 て 、  

    「 Ｗ ｅ ｂ の ペ ー ジ を 作 成 し た 人 ・ 団 体 名 」、「 Ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ

名 」、（「 Ｗ ｅ ｂ サ イ ト 」）、「 変 更 年 月 日 」、「 Ｕ Ｒ Ｌ 」、「 ア ク

セ ス 年 月 日 」    （ ） は 省 略 可  

（ 例 ）  

厚 生 労 働 省  国 民 健 康 ・ 栄 養 調 査   2 0 1 9  

h t t p s : / / w w w. m h l w. g o . j p / b u n y a / k e n k o u / k e n k o u _ e i y o u _ c h o u

s a . h t m l  （ 2 0 1 9 / 8 / 2 3）  

 （ ２ ） 引 用 の ル ー ル  

研 究 レ ポ ー ト で は 調 べ た こ と を も と に 自 分 の 考 え を 展 開  

す る と き 、一 つ の 方 法 と し て「 引 用 」を 行 う 。正 し く「 引 用 」  

す る こ と に よ っ て 、 文 章 に 説 得 力 が 増 し 、 自 分 の 考 え を 読 み  

手 に わ か り や す く 伝 え る こ と が 可 能 と な る 。  

情 報 や 資 料 を 引 用 す る と き に は 、 引 用 し た 箇 所 を 「  」 で  

く く り 、 注 番 号 を つ け て 区 別 す る 。 レ ポ ー ト の 最 後 に 、 必 ず  

注 番 号 順 に 、 引 用 し た 情 報 や 資 料 の 著 者 名 、 書 名 、 当 該 ペ ー  

ジ な ど （ 出 典 と い う ） を 書 く 。 な お 、 出 典 の 書 き 方 は 、「 参  

考 ・ 引 用 文 献 リ ス ト の 書 き 方 」 に 準 拠 す る 。  

 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.html
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.html


例 １ ：  ・ ・ ・ ア サ リ は １ 個 で 、「 1 時 間 に １ リ ッ ト ル 以 上  

の 水 を ろ 過 す る 能 力 が あ り 、 海 水 を き れ い に 保 つ 役 割 を は  

た し て い る 」 1） と い う 。  

例 ２ ： ・ ・ ・ ・ わ が 国 の 総 人 口 は 約 1 億 2 千 7 0 0 万 人 で あ  

る 2）。・ ・ ・ ・  

 

引 用 文 献  

     １ ）「 ア サ リ 」  『 ポ プ ラ デ ィ ア １ 』  ポ プ ラ 社 、  

2 0 0 2、 p . 6 0．   

   ２ ） 総 務 省  「 人 口 推 計 月 報 ： 年 齢 （ 5 歳 階 級 ）、 男 女 別

推 計 人 口 」  総 務 省 統 計 局  

  h t t p : / / w w w . s t a t . g o . j p / d a t a / j i n s u i / t s u k i / i n d e x . h t m  

     （ 参 照 2 0 0 9 - 4 - 1 3）．  

 

（ 別 の 引 用 文 献 の 書 き 方 ）  

「 私 た ち は む し ろ 『 情 報 過 多 』 ど こ ろ か 『 情 報 不 足 』 の 世 の  

中 を 生 き て い る の か も し れ な い 」（斎 藤 孝 ( 2 0 1 1 )  p p．3 9－ 4 0） 

と 自 ら 意 識 す る こ と も 必 要 で あ る 。   

「 非 国 家 的 な 集 団 が 国 家 に 対 し て 挑 戦 し 、 そ の 一 部 に 攻 撃 を  

加 え た 、 と い う 図 式 に な る 」（ 最 上 敏 樹 （ 2 0 0 4） p． 1 8） と 述  

べ て い る 。  

 

（ 引 用 文 献 ）  

１ ． 斎 藤 孝  『 読 書 の チ カ ラ 』  大 和 書 房  2 0 1 1 年   

２ ． 最 上 敏 樹  「 い ま 平 和 と は 『 新 し い 戦 争 の 時 代 』 に  

考 え る 」  『 N H K 人 間 講 座  2 0 0 4 年 1 0 月 ～ 1 1 月 期 』  

日 本 放 送 出 版 協 会  2 0 0 4 年  

 

な お 、 以 下 の 点 に 注 意 す る こ と 。  

①   引 用 元 の 文 章 の 中 に 「  」 が あ る と き は 『  』 に 変 え る 。                                     

②   引 用 元 の 文 章 が 複 数 ペ ー ジ に ま た が る 場 合 は 、（ p p○ ‐ ○ ）  

と す る 。  

③   図 表 、 グ ラ フ 、 写 真 等 を 引 用 す る 際 は 、 引 用 し た 箇 所 の  

そ ば に 出 典 を 明 記 す る 。  

④   長 す ぎ る 直 接 引 用 は な る べ く 避 け る 。  

http://www.stat.go.jp/data/jinsui/tsuki/index.htm


 引 用 が 長 い 場 合 、 引 用 文 の 前 後 を 一 行 空 け 、 引 用 文 全 体 を  

二 字 下 げ る 方 法 が あ る 。  

元 の 文 章 を 多 く 引 用 す る 必 要 が あ る 場 合 は 、「 間 接 引 用 」 を  

用 い 、 出 典 の 明 記 を 行 う こ と も で き る 。  

 

（ 元 の 文 章 ）  

い ま 、 企 業 が 求 め る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 は 、 完 全 に ダ ブ ル

パ イ ン ド （ 二 重 拘 束 ） 状 態 に あ る 。 ダ ブ ル パ イ ン ド と は 、 簡 単

に 言 え ば 二 つ の 矛 盾 し た コ マ ン ド （ 特 に 否 定 的 な コ マ ン ド ） が

強 制 さ れ て い る 状 態 を 言 う 。た と え ば 、「 我 が 社 は 、社 員 の 自 主

性 を 重 ん じ る 」 と 常 日 頃 言 わ れ 、 あ る い は 、 何 か の 案 件 に つ い

て 相 談 に 行 く と 「 そ ん な こ と も 自 分 で 判 断 で き ん の か ！ い ち い

ち 相 談 に 来 る な 」 と 言 わ れ な が ら 、 い っ た ん 事 故 が 起 こ る と 、

「 重 要 な 案 件 は 、 な ん で も き ち ん と 上 司 に 報 告 し ろ 。 な ん で 相

談 し な か っ た ん だ 」 と 怒 ら れ る 。 こ の よ う な 偏 っ た コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン が 続 く 状 態 を 、 心 理 学 用 語 で ダ ブ ル パ イ ン ド と 呼 ぶ 。  

※ 出 典 ＝ 平 田 オ リ ザ ． わ か り あ え な い こ と か ら － コ ミ ュ ニ ケ ー  

シ ョ ン 能 力 と は 何 か ． 講 談 社 、 2 0 1 2  （ p p． 1 5‐ 1 6）  

↓   

（ 要 約 ）  

ダ ブ ル パ イ ン ド と は 、 自 主 的 に 判 断 し 行 動 す る こ と が 求 め ら れ

な が ら 、 事 故 が 起 こ る と 相 談 を し な か っ た こ と を 責 め ら れ る よ

う な 、偏 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 続 く 状 態 の こ と で あ る 1）。 

1 )平 田 オ リ ザ  『 わ か り あ え な い こ と か ら － コ ミ ュ ニ  

ケ ー シ ョ 能 力 と は 何 か 』  講 談 社  2 0 1 2  （ p p． 1 5‐ 1 6） 

 

間 接 引 用 の 場 合 、 元 の 文 章 の 意 味 を 変 え な い よ う 忠 実 に 要 約 し 、

出 典 の 注 を 入 れ る 。  

 


